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２０２４年（令和６年） ２月１日 (木) 晴れ 第２７８８回（ 当年度第２２回 ）例会  
               

            

点 鐘                 会長  富田 清孝君

司 会                 ＳＡＡ  濱島聡一朗君 

国歌斉唱                    「君が代」 

ロータリーソング斉唱            「奉仕の理想」

四つのテスト斉唱               杦本 哲一君 

    ― 言行はこれに照らしてから ― 

１.真実かどうか 

２.みんなに公平か 

３.好意と友情を深めるか 

４.みんなのためになるかどうか 

 

ゲスト及びビジター紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カタリーナさん 

ようこそ江南ロータリークラブへ！ 

 

 

 

 

 

 

 

会長挨拶                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     会長 富田 清孝君 

 

能登半島地震が発生してから今日でちょうど一カ月

がたちます。今なお見つかってない方もみえますが、こ

れからボランティアの人たちも本格的な片付けに入って

行くと思います。 

私は最近このあたりが被災した時の防災マニュアル

を見ておりました。 

これは歯科医師会が江南市と協定を結び、独自に作

ったものですが、大きな災害時、特に震度６弱以上の地

震の時どこで何をするか（被災時の行動マニュアル）が

書いてあるものです。 

  例えば救護所は市内５つの中学校、遺体安置およ

び身元確認の場所は江南体育館と言うように決められ

てます。 

また役割分担、何をどこに連絡するかなど、かなり細

かく決められてます。これは医科、歯科に向けて書かれ

た動き方ですが、多分皆さんの所にも職種に応じて何

か役割をするように市と協定を結んでいるかと思いま

す。 

能登半島地震をご自身の行動を学ぶ機会ととらえ、
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一度防災マニュアルを確認しておいて下さい。 

 

交換留学生挨拶 

 
                 交換留学生 カタリーナさん 

 

 
 

祝 福 

 
 

加藤 義晴君 喜寿おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

富田 清孝君 古稀おめでとうございます！ 

 

 
 

杦本 哲一君 還暦おめでとうございます！ 

 

 
 

猪子 明君 還暦おめでとうございます！ 
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幹事報告   -別紙-      幹事     木本 寛君 

 

出席報告              委員  伊藤 かね子君 

会員数 出席者数 欠席者数   出席率 

４８名 ３６名   1２名 ７８．２６％ 

 
ニコボックス            委員   伊藤かね子君 
 
〇クラブフォーラム国際奉仕委員会片平 博己君、 
本日の卓話、よろしくお願い致します。 
富田 清孝、波多野 智章、木本 寛、三輪 慎一郎君 
 
〇国際奉仕委員会クラブフォーラム担当させて頂きま 
す。 

片平 博己君 
〇喜寿の祝いを頂き有難うございます。 
                          加藤 義晴君 
 
〇本人自覚のないまま早くも還暦。今後ともご指導ご
鞭撻の程よろしくお願い致します。 

杦本 哲一君 
〇還暦を祝って頂いた喜び。        
                          猪子  明君 
 
〇テレビで紹介されました。2/2 マツコと有吉の番組で
も空港みやげとして紹介されます。よろしくお願いしま
す。 
                        伊藤 かね子君 
 
〇クラブフォーラム国際奉仕委員会委員長 
片平博己君本日の卓話よろしくお願い致します。 
カタリーナさん、ようこそ江南ロータリークラブへ！ 
伊藤 鶴吉、倉知 正憲、松岡 一成、冨永 典夫、 
伊藤 靖祐、岩田 静夫、長瀬 晴義、中村 耕司、 
岩田 進市、山崎 博征             各君 
 
 
卓 話  
 
「日本と台湾～江南 RC と潮州 RC～」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
クラブフォーラム国際奉仕委員会片平 博己君 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

台湾についての印象を聞かれると、多くの方は、「観
光地で小籠包はじめ美味しいものがたくさんあって、と
ても親日。でも、最近は特に中国と仲が悪くて、ミサイ
ルが飛んでくるかもしれないちょっとおっかないとこ
ろ。」 

また潮州 RC への訪問は、「とても歓迎してくれるの
はいいけれど、ちょっと大げさでお酒をたくさん飲まされ
るから困るなあ」くらいではないでしょうか？ 

私もそう思っていました。2011 年の東日本大震災ま
では。あの震災で台湾はすぐに救援隊を派遣してくれ
て、義援金は 250 億円を超え、支援物資も 400ｔ以上。
日本の人口の５分の 1 弱なのに。おまけにその年の暮
れの新聞社での「今年１年であなたが一番うれしかった
ことは」というアンケートに対し「日本への義援金が世
界で１番になったこと」というのがトップになったというの
です。少々、驚きとも言える思い入れではないでしょう
か？ 

そこで、なぜ台湾はそこまで日本のために尽くしてく
れるのかを調べてみると、「50 年間台湾は日本だった」
ことはじめ、歴史的にとても深いつながりがあり、日本
人が忘れかけていた日本精神（リップンチエンシン）が
脈々と受け継がれていたことを知りました。そして、そ
の流れの中で 1971 年に江南 RC と潮州 RC との姉妹ク
ラブが締結されたのです。 

「台湾有事は日本有事」と安倍元首相は言われまし
た。「有事」とは戦争を指すものだけではありません。
「困りごと」です。雨の時に何も言わず傘をさしかけ、優
しく接してくれる人が真の友人なのではないでしょう
か？「雨の日の友達」というのが日本と台湾の仲なの
です。大切にしていこうではありませんか。 

「学んで旅して、旅して学ぶ」台湾をはじめ世界に目
を向け、RC という組織を大いに活用して視野を広め、
親睦を深め、世界に良い事していきましょう。 
 
 
 
 
 

「そうだ！台湾に行こう！」 
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食 事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会報掲示板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
写真等ございましたら会報までお知らせください。 

（担当 駒田 洋平） 

 
  

 

 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 


